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居間

江戸時代の生活を理想と掲げる
マダム・フロシキ先生。
「雑紙分別の術」の他
「フロシキ操りの術」など
数多くの教科を担当。

窓付封筒の窓部分、
ビニールコート紙
ワックス加工された紙コップなど
油紙、写真、防水加工紙
感熱紙、カーボン紙、
紙以外のもの

要注意！
これらのものが混ざると

資源化のさまたげに

なるので、気をつけるべし。

食べ残しはご法度。
だから料理も、量をたくさん
作りすぎないよう心がけている。

食器はワケ丸一家に代々伝わる器を
使っておる。モノを大事にする心も
大切なのじゃ

過剰な包装は「いらん！」とことわる。
できれば、量り売りなどをしている店を
積極的に利用したいものじゃ。
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トイレットペーパーの芯は“資源”
になるので要注意じゃ。
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牛乳パックを切って
開いてたばねるのはコワケ丸の仕事。
何枚かたまったら、“資源”として
収集日に出すのもコワケ丸。

テストもたばねて
ひもでくくり、
資源ごみ収集に出す。
点数が悪い答案用紙は
見えないように隠すのが、
コワケ丸のやりかた。

コワケ丸はけなげである。
鼻をかむ時はティッシュ１枚と、
自分で決めているのじゃ。

お菓子や食料品の空き箱や封筒・便せんなども
ひとまとめにすれば、“資源”に変身。「忍法・雑紙ひとまとめの術」には、
おリサ流、ワケ丸流、コワケ丸流がある。気に入ったやり方で実践してほしい。

☆コワケ丸流
紙袋や封筒などに入れて、
こぼれないように口を折ってひもで結ぶ。

注意＊プラスチックや布の把手、
　　  金属の留め金ははずすでござる。

ふだんから、
雑紙は紙袋に入れて
まとめておくなど、
工夫が大切。
その時こそ、まさに
分別の瞬間なのだ。

☆ワケ丸流
雑誌の間に雑紙をはさんで、
ひもで結ぶ。
マンガ好きなワケ丸だから
このアイデアが浮かんだのさ。

古紙再生１００％のトイレットペー
パーを使おう。

水は大事な資源。
蛇口は、余分に水が出ないように
節水コマを入れる

容器やごみの種類別に
回収ボックスを作っておくと、
処分する時に便利

生ごみの約８０％が水分。ちゃんと
水切りをして出すのじゃ。

回収ビンのキャップは外し、
分別して編み袋にまとめておく。

油
で
ギ
ト
ギ
ト
の
食
器
は
、
リ
サ
イ
ク
ル

に
出
せ
な
い
古
布
で
拭
き
取
る

壁
に
フ
ッ
ク
を
利
用
し
て
袋
を
下
げ
る

チラシ裏面
利用の
メモ用紙

●おリサ●

ワケ丸の女房。ワケ丸との出

会いには、人には言えないワケ

があると噂されており、「ワケア

リ女房・おリサ」と呼ばれている。

不用になったものをリサイクル

せずにはいられない性格が功を

奏し、「使い回しの術」を得意

とする。

●コワケ丸●

ワケ丸の子分だが本当

は・・!?出生の秘密はまだ

明かされないが、今はワケ

丸夫婦の家で一緒に暮ら

している。「ごみ分けの術」

「へらしの術」「袋がえしの

術」とごみの細かい分別（こ

れをコワケと言う）が得意。

テーブルが汚れたら、
布のフキンで拭き取る。
ティッシュや紙フキンを
むやみに使わないのも
ワケ丸一家流。

ごみ箱による紙ごみの分別は会社でも徹底。

書き損じたハガキは
郵便局へ持っていく。

メモ用紙は、
片面使用済みの紙を使用

社内で飲むコーヒーは
マイ水筒で持参。

実践！

乾電池入れとして
コーヒーのビンを
置く

カレー・調味料の空き箱
など、つぶせるものはつ
ぶして雑紙の紙袋へ

資源にできる雑紙
お菓子や食品の空き箱、
卵の紙パック、ラップや
トイレットペーパーの中芯、
封筒・便せん・ハガキ、名刺、
ダイレクトメールのチラシ、
洋服のタグ、包装紙、
ポスター・カレンダー、など。


